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新成人おめでとうございます
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　８月15日（水）に、お盆恒例の成人式が山村開発センタ
ー大ホールで行なわれ、21人中19人（男性８人・女性11
人）が出席されました。
　厳粛に式典が行なわれる中、森本村長の式辞に続き、弓
場議会議長、上西教育委員長から温かい祝福の言葉が贈ら
れました。
　このあと、成人
者を代表して松谷

清祐さんが、「郷土天川の繁栄と社会にお役に立てるよう
に努力します。」と謝辞を述べられました。
　記念撮影の後、懇親会に移り、同級生や恩師の方々と懐
かしい時間を過ごしました。
　また、思い出の写真をプロジェクターで紹介し、20年間
の歩みを一人ひとりが思い出しているようでした。

　　　20歳の抱負
〇自立して、いろんな面でしっかり頑張る。
　資格を取り人をひっぱっていけるような大人になる。
〇何事も頑張ってチャレンジしていきたいです。
　いろんな資格をとりたいです。
〇大人として自覚をもち、なるべく自立したいです。
〇立派な看護婦になって夢を叶えたいです。

　　あなたにとって天川村とは？
　　　　〇いつ帰っても安らげる故郷。　〇自慢ができる村。思い出がつまった村。
　　　　〇一番落ち着くところ。　　　　〇私にとって自慢のふるさとです。

　「20歳の抱負」「あなたにとって天川村とは？」は、新成人からいただいたアンケートより抜粋
させていただきました。

ご成人おめでとうございます。

村長挨拶

泉本　有希さん　記念品贈呈

松谷　清祐さん

乾　杯 懇　親　会
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　平成23年台風12号の災害から１年が経過し、村では災害の教訓から台風時の対策や地域の避難場
所・経路について、地域と共に検討しているところです。
　しかしながら、災害から身を守るには、みなさん一人一人の災害に対する備えや、危険を感じたら
早めに避難するなど、自らの身を守るための行動が最も重要となります。
　一人一人の防災意識を高め、９月の台風時期を迎えるにあたり各自で備えましょう。

台風への備えと注意点
台風が接近しているとき

〇防災行政無線の放送に注意しましょう
　（戸別受信機の乾電池の確認を忘れずに）
〇テレビやラジオで最新の気象情報を入手しましょう
〇停電に備えましょう
　（懐中電灯や携帯ラジオ、予備の乾電池などをあらかじめ準備しましょう）
〇非常用の食糧や水を準備しておきましょう
〇家の周りや水路などに置いている物などを片付けましょう
　（強風で物が飛ばされる、水路が詰まるなどの災害を未然に防ぎましょう）

台風が来たとき
〇早めの自主避難を心がけましょう
　（雨風が強くなってからの避難は危険なため早めの行動を）
〇役場からの避難情報に注意しましょう
〇最新の気象情報に注意しましょう

　地域の避難場所に関する情報などについては、今後も広報紙や
自治体放送などでお知らせしていきます。
　なお、防災対策に関するご意見等については、ご遠慮なく役場
総務課までお寄せください。

防災 てんかわ
第３回
◇◇ 台風時期に備えましょう◇◇
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　平成24年度「差別をなくす村民集会」
が、７月20日（金）山村開発センター大
ホールで開催され、140名余りの参加があ
りました。
　記念講演として、奈良県家庭教育支援講
師であり障害児教育や様々な社会貢献活動
に従事してこられ、作家でもある向野幾世
先生より「生きる−絆の大切さ」と題し、
地域・社会の絆、親子・家庭の絆、より良
い社会を目指すためのつながりについてご
講演頂きました。

　また、第２部といたしまし
て、奈良県警察音楽隊によりま
す復興記念演奏会が行われまし
た。
　音楽隊員28名の皆さんが、
昨年の災害以降にいろいろな困
難を克服しながらなんとか復興
の道程を歩み始めた村民の皆様
方を少しでも元気づけようと本
集会に駈けつけて頂き、楽しい
演奏を披露してくれました。

　参加者のニーズを把握した歌謡曲や演歌
の演奏に加え、明るい社会づくりを目指し
た犯罪被害の現状をコミカルに演じる寸劇
などが披露され、一同を楽しませてくれま
した。
　集会を通して、参加者一人一人が人権問
題の解決に向けた、正しい理解と認識をよ
り深め、明るい社会を築く礎につながった
事と思います。

差別をなくす村民集会
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　洞川中学校の全校生16人は、７月13日（金）の午前９時30分より11時30分頃までの約２時間、
毎日生活し、また日頃お世話になっている洞川区内をきれいにすることによって、感謝の気持ちを表
すとともに、自主的に活動する態度とボランティア精神を養うことを目的に、洞川区内の清掃作業に
汗を流しました。清掃場所は、
　①大橋茶屋駐車場のトイレ掃除　　（４人）
　②虻トンネル駐車場のトイレ掃除　（３人）
　③カーブミラー磨きとゴミ拾い　　（６人）
　④案内看板と鬼の石像磨き　　　　（３人）
で、特にトイレは最初はかなり汚れていて、苦労しましたが、最後にはすごくきれいになりました。
生徒の感想では、
　・地域の人たちが「ありがとう」「ごくろうさん」と声をかけていただき、うれしかった。
　・最初は嫌だったけれど、きれいにできたことで、スッキリした気持ちになれました。
　・自分の村をきれいにできてうれしかった。来年も頑張りたい。
など、生徒たちは区内をきれいにすることができた達成感で、良い笑顔で活動を終えることができま
した。

　９月は、「高齢者保健福祉月間」です。近年、高齢化、少子化が急速に進み、大きな社会問題とな
っています。本村においても65才以上の高齢者人口が全人口の41％を超えています。高齢者が生き
がいをもち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるためには、国民一人一人が高齢者の問題を
自分自身のものとして身近に理解し、家庭、地域社会、職場、学校等あらゆる場面で、適切に役割を
果たして行くことが必要です。このような観点から、この月間中に本村においても下記のとおり社会
福祉大会を開催します。みなさんお誘いあわせてご参加下さい。

　◆日　時　９月14日（金）午前10時から
　◆場　所　山村開発センター　大ホール

　　　　65歳以上の方に簡単な昼食を用意しています。
　　　　午後は漫才等の余興を予定しておりますのでお楽しみ下さい。

洞川中学校全校生16人が、ボランティア活動に汗を流す！

社会福祉大会の開催について

カーブミラー磨き トイレ掃除
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　５年間英語指導助手として活動しておりました、マーティンＪ
ナッシュさんが帰国し、新しくアレキサンダー　Ｓ　ミラーさん
が着任しました。
　今後、村内両中学校・小学校を中心に活動します。
見かけたら、声をかけてください！

《アレックスさんからの自己紹介です。》
・Hello! My name is Alexander S Miller
（はじめまして！私の名前はアレキサンダー　Ｓ　ミラーと申します。）
・Please call me Alex
（アレックスと呼んでください。）
・I am from San Francisco, California state in the U.S.
（アメリカのカリフォルニア州、サンフランシスコから来ました。）
・I like doing sports.
（私は、スポーツするのが好きです。）
・I am an assistant English language teacher.
（私は、英語指導助手です。）
・I will be teaching English at Tenkawa, Dorogawa, junior high schools.
 　and Tenkawa elementary school.
（天川中と洞川中、そして天川小で英語を教えます。）
・It’s very nice to meet you all.
（どうぞよろしくお願いします。）

　本村は気温が低く、子ども達が水と親しむ期間が短いため、水泳技術の向上を目的に、７月31日
から８月３日まで、天川小学校に講師の先生を招いて短期水泳教室を開催しました。

　天候が良くない日があり４日間の水泳教室でしたが、参加した子ども達は、水泳の基礎を丁寧に教
えていただき、かなり上達していました。

短 期 水 泳 教 室 開 催

ハロー！！　アレックスです！！
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　「ふるさと復興協力隊」として奈良県が募集し、激戦の中から藤原さんが選任され、さっそく８月
３日から天川村に移り住み、着任されました。
　＊藤原　健二（ふじはら　けんじ）さん
　　生駒市出身で天川村大好きの元ホテルマンです。
　今後は、県の非常勤嘱託職員として役場地域政策課にて週４日の変則勤務となりますが、天川村の
村内各所を巡り、外から見た新鮮な目線で、イベント・観光ポイント・生活・風習・文化など見聞き
したものを積極的に広報し、各種情報発信を中心にお手伝いや活動をしていただきます。
　みなさんの地域にもおじゃましますので、その際はどうかお気軽にお声掛けいただき、ご協力の程
よろしくお願い致します。

　はじめまして。
　この度８月３日より御縁を賜り、「ふるさと復興支援協力
隊」として拝職致しました、藤原と申します。
　志望の動機と致しましては、たまたま観光で訪れて宿泊し、
人々のおもてなしや御心遣い、自然の美しさ、温泉、食事、全
てに魅了され、その後何度か足を運ぶきっかけとなりました。
　回を重ねる度に何か御村の為に、少しでもお役に立てる様な
仕事をしたいと強く思い、20年のホテルキャリアを離れ赴任
して参りました。
　まだ勤務日数も浅く、至らない点多々ございますが、皆様方に支えていただきながら
日々頑張って参る所存です。
　何卒、宜しくお願い申し上げます。

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎0747‒64‒0999　℻0747‒64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

⑤ 9月29日（土）10：00〜15：30大峯高野街道をゆく

弘法大師伝承などを訪ねる

二大霊場を結ぶ大峯高野街道沿いには、数々の弘法大師伝承や観光スポットがあります。
村内端から端までの制覇。
【講　　師】天川を学ぶ会会長　大西　房次　氏
【集合場所】天川村役場駐車場　　　　　　　　　　　【定　員】30人
【持 ち 物】水筒・帽子・タオル・雨具・筆記用具等　【参加費】2,000円（小中学生半額）

天川村ふるさと復興協力隊　赴任！
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閉　　館　　日（秋分の日）

閉　　　　館　　　　日

閉　　館　　日（敬老の日）

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　9月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　9月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

見える所に貼り、ご活用下さい。

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　前
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 日 

 17 月 

 18 火 診　　察 検 査 日  燃焼

 19 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室説明会 資源１

 20 木 休　　診   診察（西尾医師）  不燃

 21 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

 22 土 

 23 日 

 24 月 診　　察 診　　察  燃焼

 25 火 診　　察 検 査 日  資源１

 26 水 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室

 27 木 休　　診   診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ　13：00〜 資源２

 28 金 診　　察 診　　察 運動機能向上教室 燃焼

 29 土 

 30 日 

（予約）
粗大
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　9月の予定表　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　9月の予定表

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　前
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 土

 2 日

 3 月 診　　察 診　　察  燃焼

 4 火 診　　察 検 査 日  資源１

 5 水 診　　察 診　　察  

 6 木 休　　診   診察（西尾医師）  不燃

 7 金 診　　察 診　　察  燃焼

 8 土

 9 日 

 10 月 診　　察 診　　察  燃焼

 11 火 診　　察 検 査 日  資源１

 12 水 診　　察 診　　察  

 13 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 14 金 診　　察 診　　察 社会福祉大会 燃焼

 15 土 

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

（予約）
粗大

（予約）
粗大
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　（財）森田記念福祉財団から、天川村社会福祉協議会に対して、自
動車を寄贈していただきました。
　７月25日　橿原市の社会福祉総合センターにおいて、奈良県社会福
祉協議会主催で車両の寄贈式が開催されました。
　財団法人森田記念福祉財団は、大阪市に本社があるザ・パック株式
会社の創業社長の森田重成氏の経営理念を継承し、会社がスタートし
た縁のある奈良の地で様々な福祉事業を展開しておられます。
　今年は、昨年の台風12号で被災した五條市・十津川村・野迫川村・
黒滝村・天川村の社会福祉協議会に対して特別枠として、自動車を寄
贈していただきました。

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？「忙しくて・・・」、「つい、うっかり・・・」とい
った理由でも保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢基礎年金額が減額されたり、受けられな
くなったりします。また、万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があ
ります。
　そこで、国民年金保険料の納付には、便利で安心、確実な口座振替をおすすめします。
　口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・漁協・信用金庫・信用組合・労働金庫で利用できます。
申し込みの際は、年金事務所や金融機関に備え付けの申出書に必要な事項を記入して、口座振替を希
望される金融機関等の窓口に提出してください。

＊詳しくは、お近くの年金事務所へお問い合わせください。
日本年金機構・天川村

（財）森田記念福祉財団より福祉車両が寄贈されました。

国民年金保険料の納付は、
便利・安心・確実な口座振替で！
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も９月より開催します！専門指導員による体操や
ストレッチを行なうことにより、運動不足の解消や、日常生活を行なう上での身体能力を高めます。みなさ
まのご参加をお待ちしています！

　認知症予防の一環として、毎年好評の「脳のトレーニング教室」を開催します！
今年は、村内２会場での開催を予定しておりますので、みなさまふるってご参加ください。
●「脳のトレーニング教室」は、こんな教室です●
　♪週１回の教室で、仲間との会話と学習を楽しみます。
　♪教室のない日も毎日約10分程度でできる自宅教材があります。
　♪�脳の活性化に効果のある「簡単な計算」「読み書き」教材を使用するため、気軽に
取り組んでいただけます。

　今月のうさちゃんくらぶは、洞川中学生の皆さんとの交流会です！お子さま同士の遊び場に、また保護者
の方の交流の場に、皆さんふるってご参加下さい。皆さまのお越しをお待ちしています！

※参加対象・・・生後４ヶ月〜幼稚園入園前までの親子
※持 ち 物・・・タオル・お茶等
　　　　　　　　（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認ください）
※送迎を希望される方は、前日までにご連絡ください。

○参加対象：天川村に住民票がある65歳以上の人。
○開催日時：９月21日（金）〜翌年３月までの毎週金曜日　10時30分〜12時
○会　　場：ほほえみポート天川　２階
○お申込み：ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込み下さい。

日　程 時　間 会　　場 内　　　容 申込み

  9月27日（木） 13：30〜14：30 洞川中学校 中学生との交流会 必　要

○参加対象：天川村に住民票がある65歳以上の人。お１人で会場まで通える方。
○開催日時：９月下旬〜翌年３月までの毎週水曜日、または金曜日
　　　　　　９時30分〜12時　※お１人の学習時間は30分程度です。
○会　　場：①ほほえみポート天川　２階
　　　　　　②洞川地区公民館
○参加費用：毎月　５００円
○お申込み：ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込ください。
※�９月中旬頃に、参加者説明会を開催しますので、参加を希望される方は説明会にぜひご出席下さい。
（申込み後、詳しいご案内をさせていただきます。）

脳のトレーニング教室のお知らせ

「うさちゃんぶんこ」のご案内

運動機能向上教室のお知らせ
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　検診や教室等の内容やお申し込みの方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川内保健師までお気軽にお問い合わせください。

連絡先　☎0747−63−9110

　乳がんの個別検診の受付を実施しています。受診を希望される人は下記までお申込み下さい。今まで乳が
ん検診を受けたことがない方、乳房に心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」や「要精密検査」
などの判定の方は、積極的に受診ください。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票がある、40歳以上の女性
　　　　　　　　　　※受診回数は２年に１度です。昨年受診された方は今年度受けることができません。
　○受　診　病　院　：　町立大淀病院（個人でご予約の上、受診してください。）
　○個 人 負 担 金　：　１，５００円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成25年２月28日まで
　　※�また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法を理解し、日ごろから

実施するよう心がけてください。
　　※自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方はほほえみポート天川までご連絡ください。

　子宮がん個別検診の受付を実施しています。この検診は、直接医療機関で検診を受けていただく個別検診
を実施しています。子宮がん検診（集団）に、体調不良などで受診できなかった人もこの機会にぜひ受診く
ださい。詳しくは、下記までお問い合わせください。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票がある、20歳以上の女性。
　○受　診　病　院　：　奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
　　　　　　　　　　　　（個人でご予約の上、受診してください。）
　○個　人　負　担　：　２，０００円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。
　　　　　　　　　　　　受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成25年２月28日まで
　　　下記の生年月日に当てはまる方は平成24年度の個人負担が無料となります。
　　　この機会に是非受診して下さい。

≪統一標語≫
・・・・・　１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　・・・・・

　９月は、朝夕の気温の変化が大きく、夏の疲れも顔を出しはじめる等、体調の変化
が起こりやすい季節ですので、より一層の注意をお願いします。
　ほほえみポート天川では、村民のみなさんの健康相談を随時実施しています。健康づ
くりに関する資料なども用意できますので、みなさんお気軽にご利用ください。

乳がん検診
40歳　昭和46年４月２日〜昭和47年４月１日
45歳　昭和41年４月２日〜昭和42年４月１日
50歳　昭和36年４月２日〜昭和37年４月１日
55歳　昭和31年４月２日〜昭和32年４月１日
60歳　昭和26年４月２日〜昭和27年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成３年４月２日〜平成４年４月１日
25歳　昭和61年４月２日〜昭和62年４月１日
30歳　昭和56年４月２日〜昭和57年４月１日
35歳　昭和51年４月２日〜昭和52年４月１日
40歳　昭和46年４月２日〜昭和47年４月１日

乳がん個別検診のご案内

子宮がん個別検診のご案内

９月は「健康増進普及月間」です！　〜健康寿命をのばそう〜



1�

I N F O R M A T I O N

　

生
活
習
慣
の
欧
米
化
や
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取

の
増
加
、
肥
満
な
ど
に
よ
り
、
む
か
し
は
少

な
か
っ
た
痛
風
が
増
加
し
、
あ
り
ふ
れ
た
病

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

痛
風
と
は
、
急
に
主
に
足
の
親
指
な
ど
、

足
の
関
節
が
赤
く
は
れ
て
痛
む
関
節
炎
で
、

歩
け
な
い
ほ
ど
の
大
変
痛
い
関
節
痛
が
お
こ

り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
男
性
に
お
こ
り
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
だ
ん
だ
ん
慢
性
化

し
ま
す
。

　

原
因
は
、
か
ら
だ
の
中
の
尿
酸
が
正
常
値

を
超
え
て
高
く
な
る
こ
と
で
、
高
尿
酸
血
症

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
尿
酸
血
症
が
あ
る

か
ど
う
か
は
採
血
で
尿
酸
値
を
調
べ
ま
す
。

血
液
の
尿
酸
値
が
７
．
０
㎎
／
㎗
を
超
え
る

と
高
尿
酸
血
症
と
診
断
さ
れ
、
痛
風
の
関
節

炎
の
な
い
方
で
も
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要

で
、
さ
ら
に
８
．
０
㎎
／
㎗
以
上
で
は
治
療

の
目
安
と
な
り
、
医
療
機
関
の
受
診
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
痛
風
を
繰
り
返
す
と
き
に
は
、
血

液
の
尿
酸
値
を
下
げ
る
薬
物
治
療
が
必
要
で

す
。

　

高
尿
酸
血
症
は
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、

糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
合
併
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

尿
酸
値
の
上
昇
が
生
活
習
慣
病
と
重
な
る
こ

と
に
よ
り
、
脳
、
心
血
管
の
動
脈
硬
化
が
進

み
易
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

尿
酸
値
も
血
糖
値
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

と
同
様
に
、
生
活
習
慣
病
の
指
標
で
あ
る
と

考
え
、
痛
風
・
高
尿
酸
血
症
と
言
わ
れ
た

ら
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が
最
も
大

切
で
す
。

　

痛
風
発
作
や
高
尿
酸
血
症
を
避
け
る
た
め

に
は
、
肥
満
を
解
消
し
、
プ
リ
ン
体
の
多
い

肉
類
や
内
臓
な
ど
の
取
り
す
ぎ
に
注
意
し
、

ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
ひ
か
え
、
適

度
な
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。奈

良
県
医
師
会

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
精
神
科
の
健
康
相
談
（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

�

９
月
６
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
前

11
時
30
分　

予
約
必
要

▼
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

�

９
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　

予
約
不
要

▼�

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）

　

９
月
26
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　

予
約
必
要

▼
場　
所　
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

�

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木

駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

▼
連
絡
先　
〒
６
３
４―

８
５
０
２

　

�

橿
原
市
内
膳
町
５―

５―

８　

奈
良
県
医
師

会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４―

22―

８
５
０
２

　

Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
感
染
被
害
者

の
方
々
の
早
期
・
一
律
救
済
の
要
請
に
こ
た

え
る
べ
く
、
議
員
立
法
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ

た
法
律
に
基
づ
き
、
出
産
や
手
術
で
の
大
量

出
血
な
ど
の
際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を
投

与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
方
に
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平

成
25
年
１
月
15
日
ま
で
に
国
を
相
手
と
し
た

訴
訟
の
提
起
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
厚
生
労
働
省
相
談
窓

口
（
☎
０
１
２
０―

５
０
９―

０
０
２
）
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
ま
で
へ
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

給�

付
金
請
求
手
続
き
期
限
：
平
成
25
年
１
月

15
日

　

人
生
80
年
と
い
う
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

生
涯
を
明
る
く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
は
県
民

す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、
乳
幼
児
か
ら
老
人

に
い
た
る
ま
で
一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

▼�

開
催
日　
10
月
28
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

午
後
４
時
（
予
定
）

▼
開
催
場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原

▼
内　
容

①�

歯
科
保
健
事
業
に
貢
献
し
た
団
体
お
よ
び

個
人
の
表
彰

②
歯
科
保
健
に
関
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

③�

フ
ッ
化
物
塗
布
（
対
象
児
：
満
３
〜
12
歳

児
、
先
着
１
５
０
名
）　
　

※
要
申
込

④
そ
の
ほ
か

▼
フ
ッ
化
物
塗
布
の
お
申
込
み

　

�

１
名
に
つ
き
１
枚
の
「
往
復
は
が
き
」

で
、
住
所
・
電
話
番
号
・
お
子
様
の
氏

名
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

９
月
28
日
（
金
）
必
着

　

�

〒
６
３
０―

８
０
０
２　

奈
良
市
二
条
町

２―

９―

２　

奈
良
県
歯
科
医
師
会

　

�

歯
科
保
健
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
フ
ッ
化
物

塗
布
」
係　

宛

主　
催　
奈
良
県
歯
科
医
師
会

お�

問
い
合
わ
せ　
奈
良
県
歯
科
医
師
会
事
務

局　

担
当　

庶
務
係　

三
田
（
み
っ
た
）

　

☎
０
７
４
２―

33―

０
８
６
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
２―

34―

１
２
７
９

　

司
法
書
士
会
と
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
（
Ｌ

Ｓ
）
支
部
と
の
共
催
と
し
、
当
地
に
お
い
て

は
、
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
社
会
福
祉
士
会

と
も
、
共
催
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

痛
風
・
高
尿
酸
血
症

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

　

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
の
給
付
金
の

請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
！

　

�

「
全
国
一
斉
成
年
後
見
無
料
相

談
会
」
「
遺
言
と
成
年
後
見
制

度
に
関
す
る
説
明
会
」
開
催

　
�

平
成
24
年
度
歯
科
保
健
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
開
催
の
お
知
ら
せ
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お し ら せ

　

緊
急
性
が
高
く
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な

場
合
に
は
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

当
消
防
組
合
で
は
平
成
22
年
度
よ
り
庁
舎

に
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
無
償
貸
出
し
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

管
内
で
実
施
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
競
技

会
な
ど
で
、
万
が
一
に
備
え
る
た
め
貸
出
し

を
希
望
さ
れ
る
方
は
消
防
本
部
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

　

な
お
貸
出
し
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
競
技
会
に
普
通
救
命
講
習
、
上
級
救

命
講
習
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
講
習
を
修

了
し
た
者
の
参
加
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※�

詳
し
く
は
下
記
の
連
絡
先
ま
で
お
電
話
下

さ
い
。

　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

救
急
課　

救
急
係
・
指
導
係

　

☎
０
７
４
７―

52―

１
１
９
９
（
代
）

　

http

：//www.nakayoshino.or.jp/

　

県
で
は
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
県
の
４
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
下
水
道
施
設
の
見
学

会
及
び
楽
し
い
無
料
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
（
イ
ベ
ン
ト
は
宇
陀
川
、
吉
野
川
は
日

曜
の
み
）

▼�

日
時
：
平
成
24
年
９
月
17
日
（
月
曜
・

祝
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

（
午
後
１
時
か
ら
は
「
遺
言
と
成
年
後
見

制
度
に
関
す
る
説
明
会
」
。
午
後
３
時
か

ら
「
相
談
会
」
）

▼�

場
所
：
奈
良
商
工
会
議
所
４
階
中
ホ
ー
ル

他
（
奈
良
市
登
大
路
町
36
番
地
の
２
）

▼�

講
師
：
Ｌ
Ｓ
奈
良
支
部
会
員
、
奈
良
県
社

会
福
祉
士
会
会
員

▼�

相
談
員
：
Ｌ
Ｓ
奈
良
支
部
会
員
、
奈
良
県

社
会
福
祉
士
会
会
員
が
２
人
１
組
で
対
応
。

▼�

目
的
：
「
敬
老
の
日
」
を
中
心
に
、
全
国

一
斉
に
相
談
無
料
相
談
会
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
司
法
書
士
及
び
社
会
福
祉
士
が
成

年
後
見
の
専
門
家
で
あ
る
こ
と
を
社
会
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
相
談
会
に
合
わ
せ

て
説
明
会
も
開
催
し
、
成
年
後
見
制
度
の

普
及
・
利
用
促
進
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

す
。

▼�

内
容
：
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
を
中
心

に
、
関
連
す
る
司
法
書
士
業
務
に
つ
い
て

無
料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。
こ
の
相
談
会

で
解
決
困
難
な
相
談
に
つ
い
て
は
、
「
司

法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て

相
談
を
引
き
継
ぐ
か
、
個
々
の
司
法
書
士

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
司
法
書
士
業
務

範
囲
外
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

士
会
の
相
談
会
へ
引
き
継
ぎ
ま
す
。

◎
実
施
場
所
及
び
日
時

ア
、
行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談

①�

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原　

３
階　

ス

ポ
ー
ツ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
前

　

橿
原
市
曲
川
町
７
丁
目
20
番
１
号

　

☎
０
７
４
４―

21―

２
１
１
１

日�

時　
平
成
24
年
10
月
７
日
（
日
）
、
８
日

（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

②
場
所　
奈
良
県
行
政
書
士
会　

会
議
室

　

奈
良
市
高
天
町
10
番
地
の
１

　

（
株
）
Ｔ
．
Ｔ
．
ビ
ル
３
階

　

電
話
０
７
４
２―

95―

５
４
０
０

日
時
：
平
成
24
年
10
月
11
日（
木
）、25
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
事
前
に
要
電
話
予
約

イ
、
電
話
無
料
相
談

場
所
：
奈
良
県
行
政
書
士
会
事
務
局

日�
時
：
平
成
24
年
10
月
１
日
（
月
）
〜
31
日

（
水
）
平
日
の
み

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

ウ
、
常
設
無
料
相
談
会

場
所
：
奈
良
県
行
政
書
士
会　

会
議
室

日�

時
：
毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
1
時
〜
午

後
4
時　

※
事
前
に
要
電
話
予
約

◎
団
体
の
名
称
、
所
在
地
及
び
連
絡
先

　

奈
良
県
行
政
書
士
会

　

奈
良
県
奈
良
市
高
天
町
10
番
地
の
1

　

（
株
）
Ｔ
．
Ｔ
」
．
ビ
ル
3
階

　

連
絡
先
：
☎
０
７
４
２―

95―

５
４
０
０

　

救
急
出
動
件
数
は
、
全
国
的
に
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
緊
急
性
が
な

い
の
に
出
動
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

本
当
に
緊
急
性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
に

支
障
が
で
か
ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
で
の
平
成
23
年
中

の
救
急
活
動
で
は
、
出
動
件
数
は
１
，

６
４
４
件　

搬
送
人
員
１
，
５
４
６
人
搬
送

と
な
っ
て
お
り
、
10
年
前
と
比
べ
約
１
．
２

倍
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
要
請
か
ら
現

場
到
着
ま
で
の
平
均
時
間
が
約
８
．
０
分
と

な
っ
て
お
り
、
５
年
前
の
平
均
時
間
６
．
２

分
か
ら
は
約
２
．
０
分
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
傷
病
者
の
う
ち
６
５
５
人
が
軽
症
患

者
で
あ
り
、
こ
れ
は
救
急
搬
送
者
数
の
約
42

％
に
あ
た
り
ま
す
。
か
す
り
傷
程
度
で
呼
ん

だ
り
、
急
を
要
す
る
病
気
で
は
な
い
が
、
ど

こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

の
で
呼
ぶ
な
ど
、
安
易
な
要
請
が
「
出
動
件

数
の
増
加
」
及
び
「
現
場
到
着
時
間
の
延

長
」
の
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
消
防
組
合
は
、
２
町
２
村
を
管
轄
し
て

お
り
、
救
急
車
は
、
各
消
防
署
・
出
張
所
に

１
台
ず
つ
計
４
台
配
置
し
て
い
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
近
く
の
消

防
署
・
出
張
所
の
救
急
車
が
出
動
し
ま
す

が
、
も
し
出
動
中
で
あ
っ
た
場
合
に
は
他
の

救
急
車
が
出
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
場
到

着
に
時
間
を
要
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
１
分
１
秒
を
争
う
、
助

か
る
は
ず
の
命
を
救
え
な
く
な
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
ま
す
。

　

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
も
、
救
急
車
の

適
正
利
用
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

�

〜
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　
　
　
　

の
無
償
貸
出
し
に
つ
い
て
〜

　

�

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。

　

�

「
行
政
奈
良
な
ん
で
も
無
料
相
談
、

　
電
話
無
料
相
談
、
常
設
無
料
相
談
会
」

　

�

「
９
月
９
日
は
救
急
の
日
」

　

�

〜
救
急
車
の
適
切
な
利
用
を

　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す
。
〜
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標�

題
：
親
子
で
施
設
見
学

　
　
　

〜
下
水
道
っ
て
な
あ
に�

24
〜

▼�
日
時
：
９
月
８
日（
土
）〜
９
月
９
日（
日
）

午
前
10
〜
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時

ま
で
）

【
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　

�

畿
央
大
学
生
に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
、
綿
飴
作
り
体
験
等

【
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等

【
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　

紙
飛
行
機
飛
ば
し
大
会
、
金
魚
す
く
い
等

【
吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

　

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、
綿
飴
作
り
体
験
等

▼
場
所
：
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
大
和
郡
山
市
）

　

☎
：
０
７
４
３―

56―

２
８
３
０

　

第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
広
陵
町
）

　

☎
：
０
７
４
５―

56―

３
４
０
０

　

宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
陀
市
）

　

☎
：
０
７
４
５―

82―

５
７
２
５

　

吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
五
條
市
）

　

☎
０
７
４
７―

22―

８
６
３
１

　

�

当
日
、
現
地
に
て
申
し
込
み
を
受
付
し
ま

す
。
（
団
体
の
場
合
は
前
日
ま
で
に
）

▼�

募
集
種
目
：
防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医

科
大
学
校
学
生
・
看
護
学
生

▼
受
験
資
格
：

◎�

防
衛
大
学
校
生
【
推
薦
】
18
歳
以
上
21
歳

未
満
の
者
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

（
高
卒
見
込
含
む
）
【
高
等
学
校
長
の
推

薦
書
等
が
別
途
必
要
で
す
。
】

　

�

【
総
合
選
抜
】
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）
（
高
卒
見

込
含
む
）
「
高
等
学
校
長
の
調
査
書
等
が

別
途
必
要
で
す
。
」

　

�

【
一
般
】
（
前
期
）
18
歳
以
上
21
歳
未
満

の
者
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）
（
高

卒
見
込
含
む
）

◎�

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
：
18
歳
以
上
21
歳

未
満
の
者
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

（
高
卒
見
込
含
む
）

◎�

看
護
学
生
：
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間
：

◎�
防
衛
大
学
校
学
生
【
推
薦
】
：
平
成
24
年

９
月
３
日
（
月
）
〜
９
月
５
日
（
水
）

◎�

防
衛
大
学
校
学
生
総
合
選
抜
：
平
成
24
年

９
月
３
日
（
月
）
〜
９
月
５
日
（
水
）

◎�

防
衛
大
学
校
学
生
【
一
般
】
（
前
期
）
：�

平
成
24
年
９
月
３
日（
月
）〜
10
月
１
日（
月
）

◎�

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
：
平
成
24
年
９
月

３
日
（
月
）
〜
10
月
１
日
（
月
）

◎�

看
護
学
生
：
平
成
24
年
９
月
３
日
（
月
）

〜
10
月
１
日
（
月
）

▼
試
験
期
間
：

◎�

防
衛
大
学
校
学
生
【
推
薦
】
：
平
成
24
年

９
月
29
日
（
土
）
及
び
30
日
（
日
）

◎�

防
衛
大
学
校
学
生
総
合
選
抜
：
◆
一
次
試

験
：
平
成
24
年
９
月
29
日
（
土
）
二
次
試
験

　

平
成
24
年
10
月
20
日（
土
）
〜
21
日（
日
）

◎�

防
衛
大
学
校
学
生
【
一
般
】
（
前
期
）
：

◆
一
次
試
験
：
平
成
24
年
11
月
10
日

（
土
）
及
び
11
日
（
日
）
◆
二
次
試
験
：

平
成
24
年
12
月
11
日
（
火
）
か
ら
15
日

（
土
）
ま
で
の
間
で
指
定
さ
れ
た
日

◎�

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
：�

◆
一
次
試

験
：
平
成
24
年
10
月
27
日
（
土
）
及
び
28

日
（
日
）
◆
二
次
試
験
：
平
成
24
年
12
月

５
日
（
水
）
か
ら
７
日
（
金
）
ま
で
の
間

で
指
定
さ
れ
た
日

◎�

看
護
学
生
：
◆
一
次
試
験
：
平
成
24
年
10

月
20
日
（
土
）
◆
二
次
試
験
：
平
成
24
年

11
月
17
日
（
土
）
又
は
18
日
（
日
）

▼
特
色
：

◎�

防
衛
大
学
校
学
生
：
幹
部
自
衛
官
を
養
成

す
る
学
校
。
４
年
間
の
課
程
を
経
て
、

陸
・
海
・
空
の
幹
部
候
補
生
学
校
（
約
１

年
）
を
卒
業
す
る
と
幹
部
に
な
り
ま
す
。

◎�

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
：
自
衛
隊
の
医
師

で
あ
る
幹
部
自
衛
官
を
養
成
す
る
学
校
。

卒
業
後
、
各
幹
部
候
補
生
学
校
（
６
週

間
）
で
教
育
を
受
け
た
う
え
、
医
師
国
家

試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
医
師
免
許
が
与

え
ら
れ
、
幹
部
自
衛
官
（
２
尉
）
に
な
り

ま
す
。

◎�

看
護
学
生
：
陸
上
自
衛
隊
で
看
護
業
務
を

行
う
看
護
陸
曹
（
看
護
士
）
を
養
成
す
る

コ
ー
ス
。
３
年
間
の
高
等
看
護
学
院
で
の

教
育
の
後
、
国
家
試
験
を
受
験
し
ま
す
。

※�
資
格
は
、
男
女
共
通
で
す
。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
：
〒
６
３
７―

０
０
０
４

　

�

五
條
市
今
井
五
丁
目
１―

12　

サ
ン
タ
ウ

ン
２
階　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部　

五
條
地
域
事
務
所

　

☎
：
０
７
４
７―

22―
３
７
８
９

　

�

自
衛
官
（
男
子
・
女
子
）
各
種
目

募
集
の
ご
案
内

1 2 3 4



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●�

一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●�

郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●�

ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

幼 りよだ園稚幼 りよだ園稚

発
行

／
天

川
村

役
場

　
〒

638 -0392  奈
良

県
吉

野
郡

天
川

村
大

字
沢

谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321  FAX：
0747-63-0329　

企
画

・
編

集
／

総
務

課
 広

報
係（

内
線

123）
U

R
L：

http://w
w

w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：

tenkaw
a@

vill.tenkaw
a.lg.jp

広
報

村のうごき

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。 100
古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

平
成

24年
８

月
31日

発
行

　
通

巻
427号

2012年
７

月
31日

現
在

（
　

）
内

は
前

月
と

の
比

較

人
口

1,695人
（

＋
９

）

女890人
（

＋
７

）

男805人
（

＋
２

）

世
帯

数
745戸
（

－
１

）

燃焼 47.01トン
前月比 153.83％
前年同月比 96.82％

不燃 3.20トン
前月比 101.59％
前年同月比 114.29％

資源 8.00トン
前月比 113.31％
前年同月比 112.16％

粗大 1.62トン
前月比 78.26％
前年同月比 108.00％

7月のごみ
収集状況

〜天川中学校音楽クラブのお兄ちゃん・お姉ちゃんと一緒に〜

　８月７日（火）天川中学校音楽クラブ（８人）による演奏会が天川幼稚園で開かれました。
　園児達がよく知っている曲の演奏をはじめ、楽器に触れたり、一緒に歌を歌ったり等々、園児が音楽
に親しみ楽しめるよう工夫していただいたお陰で、楽しい音楽鑑賞会となりました。
　音楽クラブの皆さんの演奏を食い入るように見つめていた子ども達から｢私も中学生になったら、お
姉ちゃんやお兄ちゃんみたいに楽器をならしたいな！｣という声が沢山聞かれ、中学生への憧れの気持
が大きく膨らんでいるのがよくわかりました。

♪ 音 楽 鑑 賞 会 ♪


